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奈良町にぎわいの家 12月のイベントから

年末恒例しめ縄作り 岡井稲郎さんの指導を
楽しみに皆さん集います。

菊岡統政さん。映画の神様、
チャップリン本人から届いた
クリスマスカードのお話を。

岡井さん、菊岡さん共に
８０代。古き良き時代を知る世代が

私たちへ伝えてくれるもの…。

チャップリン映画
「モダンタイムス」

二
十
四
節
気
と
俳
句
講
座

倉
橋
み
ど
り
さ
ん
の
楽
し
い
お
話

かまど体験。フタをあける
この瞬間が嬉しい。冬の
通り庭に温かい湯気が。

史料保存館出張展示は、奈良奉行、
梶野良材。一刀彫の名人、森川杜園
に名を授けた人物でもあります。

当館、堀内紀子による
「奈良七口巡り」報告会。
奈良の道を辿って。

当館主催
「奈良町に古代を探る」
詳細は次ページに。



「海外のお客様インタビュー」Vol.4 イタリアより

Ｑ１．奈良は初めてですか？選んだ理由は？
奈良は初めてです。個人旅行できました。奈良の文化への好奇
心があります。ユネスコの世界遺産の情報やオンライン、ガイド
ブックなどで情報を集めました。
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（構成・文 おの・こまち）

Name バーバラさん＆ジョゼッペさん

Country イタリア

Age ５５歳＆５１歳

Interview 2020/1/6

Ｑ２．奈良のどこが気にいりましたか？

Ｑ３．当館をどう思いますか？好きなところで写真をとりましょう。

Ｑ４．これからどこに行きますか？

Ｑ５．お土産は何を買いましたか？
まだ何も買っていません。彼がＯＫと言ってくれたら？！買います。

イタリアにも古いものが沢山あり、奈良はとても近い感じがします。
古い建物や寺社、歴史の感性に満ちています。

（コーディネート 英訳スタッフ 辻雅子）

奈良町に古代を探る「講演会＆ウォーク」

昔の人が住んでいたリアルな感じが残っていると思います。特に、
仏間の天井や茶室など素晴らしかったです。写真は茶室で。

Ｑ６．あなたにとって家とは？

奈良の後は北海道に行きます。ミラノから来ましたが、スキーが
好きで、北海道でのスキーを楽しみにしています。

ミラノは北部イタリア最大の都市で、ファッションの街としても有名ですが、
お二人とも、カジュアルな中にも、お洒落度が高く、バーバラさんのメガネ
はとても素敵でした。北海道に行かれるとのことですが、今年は暖冬で雪
不足とききます。素敵な日本の冬が満喫できますよう。
←当館の節気ハガキをプレゼント。

居心地がよい場所。私たち、そして猫にとって愛すべきところで
あること。

昨年１２月８日（日）、奈良町にぎわいの家管理共同体

では、「奈良町に古代を探る講演会＆ウォーク」を開催し

ました。平城京の時代につながる文化遺産や伝説、万葉の

歌を学び、世界遺産「古都奈良の文化財」の元興寺や万葉

の歌碑を歩いて巡るイベントです。講師の服部光真氏（公

益財団法人 元興寺文化財研究所研究員）には、元興寺の

境内とならまち成立の詳しいご講話のあと、歴史ウォーク

にて元興寺本堂の床下にある非公開の礎石を見せていただ

きました。参加者の皆様は、当共同体で新たに作成した奈

良町ガイド「古代につながるまち」を手に手に、説明を聞

きながら歩いて４時頃解散。「奈良町を歩くと昔のことが

分かる」「有意義な一日だった」などの声をお聞きしまし

た。ご協力いただいた方々、ありがとうございました。

（奈良県・文化資源活用補助金採択事業／於・奈良市なら

まちセンター３階会議室／

参加者65名／コース：不審

ヶ辻～瑜伽神社～元興寺～

塔跡～小塔院～にぎわいの家

～率川神社、行程約3.5ｋｍ、

協力：なら・観光ボランティ

アガイドの会 朱雀）

（事務局…堀内紀子）
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大寒

制作…奈良町にぎわいの家管理共同体
発行人…二十軒起夫
編集・構成…おの・こまち

表紙デザイン・レイアウト…福田昭一
撮影…奈良町にぎわいの家スタッフ

http://naramachi-nigiwainoie.jp/

奈良町にぎわいの家 ９：００～１７：００ 水曜日・休館

〒630-8333 奈良市中新屋町５ TEL 0742-20-1917
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小寒 大寒
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なんといふ初夢なるや人間の手に

負へぬほどのロボット生るる 前登志夫

奈良町にぎわい通信vol.57

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク
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を
迎
え
、
日
が
長
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
日

差
し
の
恩
恵
を
受
け
温
か
く
な
る
二
月
の
立

春
ま
で
も
う
少
し
我
慢
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

日
本
の
家
屋
は
、
蒸
し
暑
い
夏
を
過
ご
し

や
す
く
つ
く
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
開
口

部
が
多
く
、
壁
や
床
の
厚
み
も
薄
く
つ
く
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
冬
は
い
く
ら
部
屋
を
暖
め

て
も
す
き
間
風
が
あ
っ
た
り
し
て
、
部
屋
全

体
を
温
め
る
と
い
う
よ
り
手
足
で
暖
を
と
っ

て
寒
さ
を
し
の
い
で
き
ま
し
た
。
「
炉
」
や

「
か
ま
ど
」
、
の
ち
に
移
動
可
能
な
火
鉢
や

炬
燵
（
こ
た
つ
）
、
行
火
（
あ
ん
か
）
、
湯

た
ん
ぽ
な
ど
の
道
具
が
発
達
し
て
き
た
よ
う

で
す
。

火
鉢
は
、
奈
良
時
代
に
も
あ
っ
た
よ
う
で

江
戸
時
代
に
急
速
に
発
達
し
、
ス
ト
ー
ブ
に

変
わ
る
ま
で
の
間
、
ほ
ん
の
四
十
年
ほ
ど
前

ま
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
湯
を
わ

か
し
た
り
、
煮
炊
き
を
し
た
り
、
お
餅
を
焼

い
た
り
暖
房
以
外
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
網
の
上
で
お
餅
焼
の
番
を
す
る
の
は

子
供
で
し
た
ね
。
子
供
な
が
ら
お
餅
の
焼
け

る
色
と
形
の
変
化
、
臭
い
や
煙
を
五
感
で
感

じ
て
火
鉢
番
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
な
ぜ

か
火
鉢
を
見
る
と
、
そ
の
横
に
座
っ
て
い
る

静
か
な
祖
父
の
姿
と
火
元
に
か
ざ
さ
れ
た
皺

の
寄
っ
た
手
を
思
い
出
す
と
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
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室
町
時
代
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に
よ
っ

暖
を
と
れ
ば
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務
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野
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て
広
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
床
に
炉
を

切
っ
た
「
掘
り
ご
た
つ
」
、
持
ち
運
び

で
き
る
「
置
き
ご
た
つ
」
が
あ
り
、
今

で
も
「
電
気
こ
た
つ
」
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
居
間
で
の
だ
ん
ら
ん
に
家

族
み
ん
な
が
小
さ
な
こ
た
つ
に
入
っ
て
、

な
べ
料
理
や
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
り
し
た

も
の
で
す
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
顔

と
体
が
近
接
し
た
？
目
と
目
が
合
う
家

族
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
暖

を
と
る
、
食
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
こ
た

つ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
電
化
さ
れ
た
暮
ら
し
の
中
で
も
、

五
感
で
感
じ
る
場
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
必
要
と
は
思
う
の

で
す
が
。

万葉の日本画家
岡橋萬帆「小品の世界」展

詩情あふれる万葉の風景を
描いた画家、岡橋萬帆の展
覧会（12/5-17）も５回目に。
蔵の中、静かに、奈良の風
景の深みを湛えている作品
を、皆さん、丁寧に鑑賞され
ていました。

当
館
風
景
の
切
り
絵
作
品
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！
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場所はどこかな？見つけた！つし二階アート企画Vol.20 柳澤景子展

今号の表紙はフランスで活躍する柳澤景子さんの
作品より。（～1/27）当館のテーマ、二十四節気に
着目して描かれました。和紙に繊細な水彩画は
冬の町家に春が来たよう。


